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 こ の 度 は、貴 住友財 団２０ １０年 度「ア ジア諸 国にお ける日 本関連 研究助
成 」を受 け、計 画通り の研究 実施が できた 。  
 
 研 究 実 施の主 体であ る中国 関連目 録作成 では、 まず、 考察対 象であ る雑誌
現 物及び 電子形 式のも のを含 めた《 太陽》 全 531冊 を 揃え、そ の掲載 された
す べての ものを 確認し 、中国 関連の 報道・ ニュー ス・論 評・論 文及び 挿図写
真 を抽出 し、そ の内容 を確か めたう えで、 それぞ れのタ イトル に中国 語訳を
つ け、巻 号順で 計７９ ６項目 、 A４ サ イズ 用紙で ９３枚 にもな る「『 太陽』
中 国関連 目録」 を作成 した。 その後 、改め て点検 ・確認 を加え 、定稿 にした
。 完成し たもの は、先 に雑誌 に発表 するが 、最終 的には 他の部 分もつ け加え
て 、報告 書にま とめる 。総目 録の他 、一部 の重要 なもの に対し て、そ の「解
説 」を作 成した 。  
 
以 上 の作 業に基 づき、 『太陽 』の中 国報道 ・中国 言説の 形成及 び移り 変わ

り の軌跡 、つま り『太 陽』に おける 「中国 像」を 検討す る作業 も行っ た。作
成 した論 文「近 代日本 雑誌媒 体的“ 中国” 与“中 国言説 ”―関 於総合 雑誌『
太 陽』（ 1895～ 1928） 研 究 」 では、 特に明 治・大 正時代 の中国 報道・ 中国言
説 の大き な流れ の形成 及びそ の特徴 の把握 に努め た。  
 
 上 記 の 研究作 業を進 める上 で、中 国と日 本の両 方で関 連の図 書資料 （新書
と 古書） 、例え ば中国 歴史年 表、日 本歴史 年表、 世界歴 史年表 、日中 関係史
年 表、日 中それ ぞれの 雑誌新 聞紙歴 史に関 する基 礎的な 文献資 料を購 入した
。 これら の資料 につい ては、 今後も 継続し て閲読 ・分析 を進め たい。 また、
予 定され た現地 調査を 行った 。その 過程で 、上海 、北京 、東京 、福岡 、京都
の 公立・ 大学図 書館な どで、 関係す る史料 の調査 ・収集 を行い 、日本 では関
係 する時 期の『 中央公 論』『 改造』 『文藝 春秋』 『読売 新聞』 等、中 国では
『 申報』 『東方 雑誌』 『小説 月報』 『上海 画報』 『申報 月刊』 多数の 資料の
閲 覧・コ ピーが できた 。同時 に、一 部の研 究者の 訪問も できて 、多く の収穫
が あった 。  
 

  
研究成果の公表について(予定も含む） 
口頭発表  （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 
 
（ １ ） 「 近代日 本の総 合雑誌 『太陽 』研究 につい て―『 太陽』 におけ る中国

を 中心に 」、潘 世聖、 『太陽 』研究 発表会 、 2012年 後 半 、華東 師範大 学
外 国語学 院  

（ ２ ） 2013年 度 に も、 中国国 内の関 連学会 で発表 する予 定。具 体は未 定。  

論文  （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 
（ １ ） 「 近代日 本雑誌 媒体的 “中国 ”与“ 中国言 説”― 関於総 合雑誌 『太陽

』 （ 1895～ 1928） 研 究 」、『 華東師 範大学 外語論 叢』第 2号 、 2012年 掲
載 予定。  

（ ２ ）「 雑誌『 太陽』 中国相 関記事 文献目 録」、 『中華 文史論 叢』、 2012年
後 半 。  

 
書籍  （題名・著者名・出版社・発行時期等） 
 
 正 式 な 書籍で はない が、本 の形の 報告書 にまと め、刊 行する 予定。  
2013年 度 。  

 


